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～ 今月のおすすめ本　～
・将来の学力は１０歳までの「読書量」で決まる
　読解力は学力の基盤であり、それを培うのが読

書。地頭が作られる１０歳くらいまでに、どれだ

けの本を読んだか。読んでもらったか。幼少期の

読書体験がその後の学力に大きく影響を及ぼす。

効果的な読み聞かせの方法、どういう本が良いのか、どうしたら

子どもが本好きになるのか。また、本を読むことがどれだけ国語

力ひいては学力全体を伸ばすことになるのか…。「受験のプロ」と

して、読書の大切さをおりにふれ力説する著者が、具体的に解説

します。

・空へ
　お話は「おかゆ」「水きり」「くちば色」「い

つか」「兄弟」「神輿」の連作短編集。

　表紙いっぱいに広がる真っ青な空は、主人公の

陽介を包みこむかのようにやさしく、見上げると

胸の奥から力が湧いてくるような、そんな存在のように感じられ

ます。さまざまな現実にぶつかり、悩み、揺れる主人公と同世代

の高学年から中学生の子たちへ。また真っ直ぐに一歩一歩前に進

む陽介の姿は大人の心にもじんわりと効いてくるようです。
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　東秩父村和紙の里では、
研修会館に宿泊者がいる
ときや夕刻まで使用して
いるときに合わせ、中庭の
ライトアップをはじめました。
　

　日没から午後９時ごろまで行っています。
詳しくはお問合せください。


